
東海大学医学部 内科学系腎内分泌代謝内科学 客員教授 深川 雅史 先生
埼玉医科大学 総合診療内科 教授 中元 秀友 先生

講演 1

講演 2

講演 3

我が国の高リン血症治療の現状とこれから

徳島大学大学院医歯薬学研究部 応用栄養学分野 教授 瀬川 博子 先生
Intestinal Pi absorption －経細胞輸送と傍細胞輸送の研究の流れ－

福岡腎臓内科クリニック 副院長 谷口 正智 先生
リン管理の新時代 ～ガイドライン改訂と新薬テナパノル～
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透析患者のこれからを見据えて：高リン血症治療の今後の展望

演者

神戸大学大学院医学研究科 腎臓内科/腎・血液浄化センター 助教 後藤 俊介 先生演者

演者

公立学校共済組合九州中央病院 腎臓内科 部長 満生 浩司 先生
透析患者の便通異常
演者

講演 4

※本シンポジウムの開催形式は現地開催のみとなります。
※本シンポジウムは整理券制ではございません。
※参加方法につきましては、学術集会・総会HPを参照ください。
学術集会・総会HP URL：https://www.congre.co.jp/jsdt2024/index.html
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共催：第69回日本透析医学会学術集会・総会  /



協和キリンの共催セミナー

期間中、企業展示をおこなっております。どうぞお気軽にお立ち寄りください。
場所：パシフィコ横浜 展示ホールBCD

展示ブースのご案内

第69回日本透析医学会学術集会・総会
The 69th Annual Meeting of the Japanese Society for Dialysis Therapy

日高病院 学術研究センター・腎臓病治療センター 研究統括部長
東京女子医科大学 客員教授

高リン血症治療の新たな展開 ～テナパノル塩酸塩への期待～
 司会：福岡赤十字病院 腎臓内科 部長 德本  正憲 先生
 演者：　 永野  伸郎 先生

保存期から透析期までシームレスな貧血管理の重要性
 司会兼演者：奈良県立医科大学 腎臓内科学 教授 鶴屋  和彦 先生
 演　　　者：兵庫医科大学 循環器・腎透析内科学 教授 倉賀野  隆裕 先生

知っておきたいミネラル管理と心血管リスク
 司会：東邦大学医療センター大橋病院 腎臓内科 教授 常喜  信彦 先生
 演者：桃仁会病院付属診療所 所長 西村  眞人 先生

透析患者の栄養障害と貧血管理 ～健康寿命を延伸するために～
 司会兼演者：徳島大学大学院医歯薬学研究部 腎臓内科学分野 教授 𦚰野  修 先生
 演　　　者：日本大学 腎臓高血圧内分泌内科 主任教授 阿部  雅紀 先生

 
司会：

東海大学医学部 内科学系腎内分泌代謝内科学 客員教授 深川  雅史 先生
　　　　　　　　　　埼玉医科大学 総合診療内科 教授 中元  秀友 先生
講演1：我が国の高リン血症治療の現状とこれから
 演者：神戸大学大学院医学研究科 腎臓内科/腎・血液浄化センター 助教 後藤  俊介 先生
講演2：Intestinal Pi absorption -経細胞輸送と傍細胞輸送の研究の流れ-
 演者：徳島大学大学院医歯薬学研究部 応用栄養学分野 教授 瀬川  博子 先生
講演3：リン管理の新時代 ～ガイドライン改訂と新薬テナパノル～
 演者：福岡腎臓内科クリニック 副院長 谷口  正智 先生
講演4：透析患者の便通異常
 演者：公立学校共済組合九州中央病院 腎臓内科 部長 満生  浩司 先生

企業共催シンポジウム6 6月8日（土） 14：15～16：15 パシフィコ横浜 会議センター 5階「501」

ランチョンセミナー 32 6月9日（日） 12：35～13：35 パシフィコ横浜 会議センター 1階「メインホール」

ランチョンセミナー 28 6月8日（土） 12：35～13：35 パシフィコ横浜 アネックスホール 2F「F201＋F202」

スイーツセミナー 2 6月7日（金） 15：10～16：10 パシフィコ横浜 アネックスホール「F203＋F204」

ランチョンセミナー 4 6月7日（金） 12：55～13：55 パシフィコ横浜 会議センター 5階「503」

透析患者のこれからを見据えて：高リン血症治療の今後の展望




